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   平成３０年９月３日（１） 

開議 １０時００分 

○議長 磯永優二君 

 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は１２名であります。 

これより、平成３０年第３回豊前市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

今定例会の会期は、議会運営委員会で協議のとおり、本日から９月２５日までの２３日間

といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、会期は２３日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、８番 鎌田晃二議員、

１２番 爪丸裕和議員を指名いたします。  

 日程第３ 諸般の報告をいたします。 

監査委員より、平成３０年５月分から平成３０年７月分の出納例月検査の報告が届いてお

ります。各報告書につきましては、事務局にて保管しておりますので、御了承願います。 

 以上で報告を終わります。 

 日程第４ 議案の上程を行い、提案理由の説明を受けることにいたします。 

今定例会には、市長から議案１７件、報告６件が提出されております。これらを一括上程

し、議題といたします。 

 市長に提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長 後藤元秀君 

 皆さん、おはようございます。 

本日ここに、平成３０年第３回豊前市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には公私にわたり御多用のところ御臨席を賜り、誠にありがとうございます。厚くお礼を

申し上げます。 

 本議会に提案いたしました議案は、条例案件２件、その他の案件２件、予算案件２件、

決算案件１１件、報告案件６件の合計２３件であります。 

 それでは、議案の順序により御説明申し上げます。 

 議案第４２号は、豊前市営住宅管理条例の一部改正についてであります。 

市営住宅の入居資格の見直し等に伴い、関係規定を整備するものであります。 

 議案第４３号は、豊前市獣肉処理加工施設の設置及び管理に関する条例の制定について
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であります。 

 豊前市獣肉処理施設整備事業により豊前市獣肉処理加工施設を設置することに伴い、施

設の管理運営等について規定を整備するものであります。 

 議案第４４号は、福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更についてであり

ます。 

 那珂川町が那珂川市となることに伴い、福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約

の一部を変更することについて、地方自治法第２９０条の規定に基づき、議会の議決を求

めるものであります。 

 議案第４５号は、福岡県介護保険広域連合の処理する事務の変更及び福岡県介護保険広

域連合規約の変更についてであります。 

 介護保険法の一部改正により、県から保険者へ指定権限が移譲されたことに伴い、福岡

県介護保険広域連合の処理する事務を変更する必要が生じたもの。あわせて、福岡県介護

保険広域連合の執行機関等の組織の見直し等に伴い、福岡県介護保険広域連合規約を変更

する必要が生じたため、地方自治法第２９１条の１１の規定により議会の議決を求めるも

のであります。 

 議案第４６号は、平成３０年度豊前市一般会計補正予算（第１号）についてであります。 

 今回の補正予算は、市政運営上、緊急に必要とされる経費等について、所要の措置をい

たしたところであります。 

 その補正額は、５億３２３６万円で、補正後の予算総額は、１１９億３１２６万円であ

ります。 

 歳出補正の概要について御説明申し上げます。 

 ２款総務費に、５８５３万３千円の補正であります。その主なものは、ふるさと納税受

付等業務委託料４６１０万円の補正であります。 

 ３款民生費に、３４３万８千円の補正であります。 

 ４款衛生費に、３億５３６７万１千円の補正であります。その主なものは、し尿等前処

理施設整備事業に１億６４１２万８千円、し尿処理施設解体基金積立金に１億８９３４万

３千円の補正であります。 

 ６款農林水産業費に、３３９万１千円の補正であります。 

 ７款商工費に、１５６万円の補正であります。 

 ８款土木費に、４５１３万６千円の補正であります。その主なものは、道路補修費１２

７８万１千円、一般単独事業２２００万円の補正であります。 

 ９款消防費に、６６７万１千円の補正であります。 

 １０款教育費に、１１３０万６千円の補正であります。 

 １１款災害復旧費に、４８６５万４千円の補正であります。７月の豪雨災害による農林
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水産施設及び土木施設等の復旧にかかる費用であります。 

 この補正予算の財源は、歳出補正に伴う国庫支出金等の特定財源のほか、一般財源とし

て平成２９年度繰越金及び財政調整基金をそれぞれ措置いたしたところであります。 

 議案第４７号は、平成３０年度豊前市下水道事業会計補正予算（第１号）についてであ

ります。 

 平成３０年度豊前市下水道事業会計予算第２条に定めた業務量について、建設改良費を

８００万円増額する予定であります。 

 これに伴い予算第４条に定めた資本的収入の予定額を７６０万円増額する予定で、主と

して企業債を見込んでいます。また、企業債の予定額を増額することにより、予算第５条

に定めた限度額を７６０万円増額する予定であります。 

議案第４８号から第５８号までは、平成２９年度の決算の認定に関する議案であります。 

 各会計の概要及び主要施策の成果等につきましては、別冊に記述のとおりでありますの

で、詳細の説明は省略させていただき、会計別の決算等について、その概要を申し上げま

す。 

 議案第４８号 豊前市一般会計の最終予算額は、１１９億１５７９万９２１８円でありま

す。これに対し、歳入決算額は、１１５億５７００万３９５９円で、予算に対する収入率

は、９７．０パーセント、歳出決算額は、１１４億５２２３万７５１２円で、対予算の執

行率は、９６．１パーセント、歳入歳出差引１億４７６万６４４７円の形式黒字となって

います。翌年度への繰越財源４３２１万円を差引きした実質収支額は、６１５５万６４４

７円の黒字決算となっています。 

 このうち４千万円は、地方自治法第２３３条の２及び財政調整基金条例第２条第１項の

規定に基づき積立をいたしております。 

議案第４９号 豊前市国民健康保険事業特別会計の最終予算額は、４０億６６７０万８

千円であります。 

 これに対し、歳入決算額は、３７億８１６２万４４８１円で、予算に対する収入率は、

９３．０パーセント、歳出決算額は、３７億５０２５万１７４７円で、対予算の執行率は、

９２．２パーセント、歳入歳出差引３１３７万２７３４円の黒字で、翌年度繰越金となっ

ています。 

議案第５０号 豊前市後期高齢者医療事業特別会計の最終予算額は、４億６４５２万５

千円であります。これに対し、歳入決算額は、４億６４１０万６４８３円で、予算に対す

る収入率は、９９．９パーセント、歳出決算額は、４億４７９３万６０３円で、対予算の

執行率は、９６．４パーセント、歳入歳出差引１６１７万５８８０円の黒字で、翌年度繰

越金となっています。 

議案第５１号 豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計の最終予算額は、２０２６万７
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千円であります。これに対し、歳入決算額は、２４０万５５１９円で、予算に対する収入

率は、１１．９パーセント、歳出決算額は、１９６３万８６５１円で、対予算の執行率は

９６．９パーセント、歳入歳出差引１７２３万３１３２円の歳入不足となっておりますの

で、翌年度より繰上充用いたしております。 

議案第５２号 豊前市営駐車場事業特別会計の最終予算額は、１０５０万円であります。

これに対し、歳入決算額は、１１５１万３１５３円で、予算に対する収入率は、１０９．

６パーセント、歳出決算額は、８９７万８２６９円で、対予算の執行率は、８５．５パー

セント、歳入歳出差引２５３万４８８４円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 

議案第５３号 豊前市バス事業特別会計の最終予算額は、３７８１万４千円であります。

これに対し、歳入決算額は、３７３３万５２０１円で、予算に対する収入率は、９８．７

パーセント、歳出決算額は、３７３３万５２０１円で対予算の執行率は、９８．７パーセ

ントで歳入歳出は同額となっております。 

議案第５４号 豊前市工業用地造成事業特別会計の最終予算額は、１億２１３６万５千

円であります。これに対し、歳入決算額は、１億２１１６万４４６８円で、予算に対する

収入率は、９９．８パーセント、歳出決算額は、１億２１１６万４４６８円で対予算の執

行率は、９９．８パーセントで歳入歳出は同額となっております。 

 議案第５５号 豊前市水道事業会計の平成２９年度決算は、収益的収支では、収入５億４

７６９万８７９９円に対し支出５億５３８３万７２３２円であり、消費税を除いた当年度

純損失は、１０９４万４００７円であります。 

 また、資本的収支では、収入８５５５万９０６８円に対し、支出１億７５４１万６３６

円であり、差引き８９８５万１５６８円の不足が生じておりますが、この不足額につきま

しては、減債積立金取崩し額２７６５万１３１８円、過年度分消費税資本的収支調整額１

６８万４３３１円、当年度分消費税資本的収支調整額４５９万３４４６円、過年度分損益

勘定留保資金５５９２万２４７３円で補てんしたところであります。 

 事業面では、配水管布設工事、老朽管布設替工事等、１２工事で工事延長８７６メート

ルを実施しました。また第８期拡張事業につきましては、３工事で工事延長４８３．９メ

ートルを実施しました。 

今後ともなお一層の効率的な経営に向け企業努力をしてまいる所存であります。 

 議案第５６号 豊前市下水道事業特別会計の決算であります。 

まず、豊前市公共下水道事業について、平成２９年度決算は、収益的収支では、収入４

億５４９８万６３１円に対し、支出４億７９９４万６７４２円であり、消費税を除いた当

年度純損失は、３３４４万１５２９円であります。 

また、資本的収支では収入２億２８４８万６００円（うち２８４６万５千円は翌年度繰

越の財源に充当する額であります）に対し、支出４億１６２４万８７２５円であり、差引
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２億１６２３万３１２５円の不足が生じておりますが、この不足額につきましては、過年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８４８万７６４７円、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額４０８万８９２７円、過年度分損益勘定留保資金１億８５２５

万６５５１円、繰越工事資金１８４０万円で補てんしたところであります。 

 事業面では、汚水管渠布設等１２工事、工事延長２０１４．９メートルを実施いたしま

した。 

続いて、豊前市農業集落排水施設事業について、平成２９年度決算は、収益的収支では、

収入２１９５万４２７０円に対し、支出３１７８万８８２４円であり、消費税を除いた当

年度純損失は、９８３万４５５４円であります。 

 また、資本的収支では、支出１４０１万３９０２円であり、同額の不足が生じておりま

すが、この不足額につきましては、過年度分損益勘定留保資金１４０１万３９０２円で補

てんしたところであります。 

 平成２９年度末、経営効率化のため、公共下水道事業に農業集落排水事業を統合し、今

後ともなお一層の効率的な経営に向け、企業努力をしてまいる所存であります。 

議案第５７号 豊前市東部地区工業用水道事業会計の平成２９年度決算は、収益的収支では、

収入２６５６万４２０９円に対し、支出２５８６万９１９８円であり、消費税を除いた当

年度純利益は、６９万５０１１円であります。 

 また、資本的収支は、収入支出同額の４６２万３１４１円であります。 

 議案第５８号 豊前広域環境施設組合の最終予算額は、２億８０２７万３千円であります。

これに対し、歳入決算額は、２億７９２５万３９５５円で、予算に対する収入率は、９９．

６パーセント、歳出決算額は、２億７１７０万５７３０円で、対予算の執行率は、９６．

９パーセント、歳入歳出差引７５４万８２２５円の黒字決算となっています。 

報告第４号は、平成２９年度豊前市の財政の健全化判断比率について、地方公共団体の

財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けて報告

するものであります。 

健全化判断比率である実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担

比率は、いずれも国の早期健全化基準を大きく下回っております。 

 報告第５号は、平成２９年度豊前市工業用地造成事業特別会計の資金不足比率について、

報告第６号は、平成２９年度豊前市水道事業会計の資金不足比率について、報告第７号は、

平成２９年度豊前市下水道事業特別会計の資金不足比率について、報告第８号は、平成２

９年度豊前市東部地区工業用水道事業会計の資金不足比率についてであります。 

 各会計の資金不足比率について、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第

１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けて報告するものであります。 

 各会計における資金不足比率については、資金不足を生じた会計がないため、いずれも
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経営健全化基準に該当しておりません。 

 報告第９号は、豊前市土地開発公社の平成２９年度事業及び決算並びに平成３０年度事

業計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により報告するもので

あります。 

以上、提出議案の概要について御説明申し上げましたが、いずれの議案も市政運営上、

緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重な御審議の上、すみやかに御議

決下さいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長 磯永優二君 

 以上で、議案の上程並びに提案理由の説明を終わります。 

 次に、今定例会に提案されております決算認定案件に関し、監査委員に審査の概要につ

いて、報告を求めます。 

 初山監査委員。 

〇監査委員 初山吉治君 

それでは、平成２９年度一般会計、各特別会計及び公営企業会計の決算審査の結果につ

いて報告いたします。なお、この審査は平田監査委員と合議の結果であります。 

審査は、各会計の決算書、その他法令で定められた書類等について、決算の計数の正確

性、予算が関係法令に準拠し、適正に執行されているかに主眼をおき、あわせて、必要に

応じて関係職員から説明を聴取し、実施いたしました。 

審査の結果につきましては、各決算書は、関係法令に準拠して作成されており、決算の

計数は関係諸帳簿及び証拠書類と照合した結果、適正と認められました。 

予算の執行も、所期の目的に従って、概ね適正に執行されているものと認められました。 

審査の詳細につきましては省略させていただきますが、御承知のとおり平成２９年度の

決算状況は、実質収支額では、住宅新築資金等特別会計を除く、他の会計すべて黒字決算

となっております。 

しかし、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は９６．４パーセントと昨年度とほぼ同

じで高い数値を示しており、財政の硬直化は依然として続いております。 

現下の厳しい財政状況のもと、今後とも常に事務事業の点検、見直しを行い、市民サー

ビスの低下を招くことなく、限られた予算の効率的、効果的な執行に努められたい、と望

みます。 

歳入予算の各財源については、その早期収納確保を図るとともに、特に自主財源の太宗

をなす市税については、実効性のある収納対策を講じ、徴収率の一層の向上に努めていた

だきたいと思います。 

次に公営企業会計でありますが、決算は企業会計方式により、財務諸表等は適正に作成

され、計数等の誤りは認められませんでした。 
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しかしながら、すべての会計で営業損益は赤字であります。一般会計から多額の補助金

を繰り入れしておりますが、非常に厳しい経営を強いられております。 

 上下水道事業は、特に住民生活に欠くことのできない重要な生活インフラです。各事業、

課題を抱えていますが、これらのサービスが安定的に持続提供できるよう努めていただき

たいと望みます。 

なお、豊前広域環境施設組合の解散に伴い、同組合の決算についても別添のとおり意見

書として提出させていただいております。 

執行部におかれましては、今後とも効率的な行財政運営に努め、市民の期待と信頼に応

えられるよう、施策の展開をお願いするものであります。 

以上、簡単ですが、審査の結果報告とさせていただきます。 

○議長 磯永優二君 

 以上で監査委員の報告を終わります。 

 続きまして、日程第５ 議案に対する質疑、及び議案の委員会付託を行います。 

 これより、質疑に入ります。 

議案第４３号、議案第４４号に対して、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、質疑を終わります。 

ただいま議題となっております各議案につきましては、議案第４３号は、産業建設委員会、

議案第４４号は、総務委員会に付託をいたします。 

 ここで、議事運営上、暫時休憩をいたします。 

 休憩中に、産業建設委員会並びに総務委員会の順に開催をお願いいたします。 

 それでは、暫時休憩をいたします。 

休憩 １０時３０分 

再開 １１時０１分 

○議長 磯永優二君 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 委員長に、付託案件に対する審査の経過並びに結果について、報告を求めます。 

はじめに、産業建設委員長。 

○５番 黒江哲文君 

 皆さん、おはようございます。それでは産業建設委員会の報告をいたします。 

 本日、全委員出席のもと、開催いたしました。当委員会に付託された議案は、条例案件

１件でありました。 

 議案第４３号は、獣肉処理加工施設の設置及び管理に関する条例の制定でありました。

農林業等にかかわる被害防止、地域資源としての有効活用を図ることを目的で設置する、
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という説明でありました。 

 慎重審議をし、全会一致で可決いたしました。  

 以上で、産業建設委員会の報告を終わります。 

○議長 磯永優二君 

 次に、総務委員長。 

○１０番 古川哲也君 

 それでは、総務委員会の報告をさせていただきます。先ほどの時間、委員、全員出席の

もと、総務委員会を開きました。 

 我々の総務委員会に付託された案件は、１件であります。 

 議案第４４号 福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更についてでありま

す。那珂川町が那珂川市になったこと、及び筑紫郡の中で町がなくなることに伴い、関係

団体の変更をすることでありました。 

 審査の結果、全会一致で可決、承認であります。以上、報告を終わります。 

○議長 磯永優二君 

 以上で、委員長報告を終わります。 

委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、質疑を終わります。 

これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、討論を終わります。 

これより、採決に入ります。 

日程第６ 議案第４３号から、日程第７ 議案第４４号までを一括採決いたします。 

各議案に対する委員長報告は、可決であります。 

本案２件を委員長報告のとおり決することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、本案２件は、原案のとおり可決されました。 

 続きまして、日程第８ 決算特別委員会の設置について、を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

今定例会に提出されました、議案第４８号 平成２９年度豊前市一般会計歳入歳出決算の認

定については、委員８人をもって構成する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、審

査することにいたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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御異議なしと認めます。よって、本件につきましては、そのように決定いたしました。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任につきましては、委員会条例第８

条第１項の規定により、 

１番 為藤直美議員、２番 内丸伸一議員、３番 秋成英人議員、４番 郡司掛八千代議員、

５番 黒江哲文議員、７番 福井昌文議員、８番 鎌田晃二議員、１０番 古川哲也議員、 

以上、各常任委員会の正副委員長、８名を指名したいと思います。 

 決算特別委員の皆さんは、本会議終了後、第１委員会室にお集まりいただき、正副委員

長の互選を行うよう、お願いいたします。 

 以上で本日の日程は、全て終了しました。 

 一般質問は、９月１０日から１２日までの３日間を予定しております。なお議案に対す

る質疑は、一般質問後に行います。 

一般質問並びに議案に対する質疑のある方は、本日午後５時までに発言通告書の提出を

お願いいたします。発言の順序は、通告書提出の順序といたしますが、議事運営上、変更

いたすこともありますので、御了承ください。 

 それでは、本日はこれをもって散会いたします。 

 お疲れ様でした。 

散会 １１時０７分 


